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調 査 研 究 報 告

毒本晩回遺跡出上の敲石類

妻木晩回遺跡第4次 発掘観査出土の鉄製品について (補遺 )

妻木晩回遺跡の弥生時代墳暮についての一考察



1 妻木晩日遺跡出上の敲石類
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碗田道断で出上する膳石 Iについても 用 速の中に製粉

があった可能性は苦定で=な い

磨石H(国 1-6～ 10)

磨石■は上下職部に摩耗痕がある階石である 0は 円

蝶 7-10は 榛状穣が褒材として選択されている。ま
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材となる醍のレ店には複数の本ターンが認められるが
断面が円形の藤が選択された鯨向が強い

使用痕は敵打痕と藤推痕を排せ持つtの が多く 8

0のような而を持つ虫科 6 71,の ように弾部の月
線 こまで及ぷ蛍村が一定の4tl合で存在している (図3)
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田2 FEttI(5)の 使用痕  □ 3 磨 石I mO)の使用痕
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図6 蔵 石類の組成
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1去 本理口と既IIユめ砥石盟

これらりな石や蔭石(は  な 打なと驚より両方打晦 “

るま対t多 く 本 密【t虐 て は 石をまとあて IAt石顕J

と打する た たし 両 方のに月遠が出晦 れるまヽたちえ

てarを 磨ft区 分す■壕● ほ 打寝と練なのどちら"願

宮とttttEか をほ前して亡分した

3)F細 については 本 村 (1072'た 0照 された,、

")こ こていうIヨ とは 積れ加エニtFく HrT島 うことを指五

Hn的 1[は 石 寄り理ⅢⅢ転暮り加工常狂 する

0)地 り民倒 【例を見て  ヽア ク接さを要する,ラ や卜,を 利

用する瞬tに  ア クほど工寝り,に 「護打」による立をど

がることわれることが多い (組Ⅲl亜2 赤 コカOI)

0)掲 夕五地区百mmIて  「融打加コ "施 =れ た石キの来コ

品が出としていることから 剖 片剖藤を■う石,Sだけては

なく だ 型石露の成形加工にヽ用いられたと留定している

7)労 4ntAの 舞 S'こ ●ほる鎮冶真の,t嗜 鞄Jの 十在」

稼じられ =の 多くは嶋部に敵打ながある酸石 D■ 剰 Hし

ている ヽ ■芸適Ⅲ弥とりHII核 輌醸 験をヽとをって

おり 空 強風「から■な石Dを 利用しているようすが縦え

る lt1 1990

S)山 "工 小日「r5日 の民Ftrmとでは ク リを切つてましい者

木t首 えること【宮いクリの収云を確保したという は 羽

如00 こ のことから 塙1阿的tク リ ス タフイのIFを

おこなえ 4r 座票第り収五に大どな彰挙を夏ぼすことはな

がったとをえられる
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